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9月の主な活動

 4日 ユースラリー実行委員会

 8日 第11回四役会議

 11日 土曜相談会
  構成組織・地協
   女性代表者会議
  第7回女性委員会

 14日 第11回執行委員会

 18日 第20回新潟県勤労者
   駅伝大会

 23・24日　ユースラリー

 27日 朝街宣(新潟駅前)

　

八
月
一
八
日
、
連
合
新
潟
が

入
っ
て
い
る
勤
労
福
祉
会
館
で

「
第
五
回
連
合
新
潟
県
議
会
議

員
懇
談
会
」
が
、
連
合
新
潟
推

薦
県
議
会
議
員
一
〇
人
と
連
合

新
潟
政
治
セ
ン
タ
ー
役
員
一
三

人
が
集
ま
り
開
か
れ
ま
し
た
。

連
合
新
潟
県
議
会
議
員
懇
談
会

　

こ
の
懇
談
会
は
、
新
潟
県
行

政
と
県
民
生
活
に
関
わ
る
課
題

を
中
心
に
、
幅
広
く
意
見
交
換

を
行
い
、
可
能
な
連
携
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
に
、
連
合
新
潟

が
呼
び
か
け
、
連
合
新
潟
推
薦

県
議
会
議
員
と
連
合
新
潟
政
治

セ
ン
タ
ー
役
員
（
連
合
新
潟
四

役
）
が
、
二
月
と
九
月
の
年
二

回
集
ま
り
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
懇
談
会
で
は

　

九
月
は
連
合
新
潟
の
政
策
実

現
に
向
け
て
、
次
年
度
の
県
予

算
編
成
を
前
に
県
予
算
に
関
わ

　

二
〇
一
〇
年
度
の
最
低
賃
金

改
定
審
議
会
に
お
い
て
、
新
潟

県
最
低
賃
金
が
六
八
一
円
に
改

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
改
定
審
議
は
、
昨

年
夏
に
誕
生
し
た
新
政
権
の
も

と
策
定
さ
れ
た「
新
成
長
戦
略
」

の『
最
低
賃
金
引
上
げ
』に
向
け

た
対
応
で
、
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
が
示
し
た
新
潟
県
の
最
低

賃
金
の
改
定
目
安
一
〇
円
に
対

し
、労
使
の
意
見
が
真
っ
向
か
ら

対
立
す
る
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

使
用
者
側
は
目
安
の
役
割
、

意
義
は
尊
重
す
る
も
の
の
、
一

〇
円
と
い
う
金
額
に
納
得
性
が

無
い
と
の
主
張
で
あ
り
、
そ
の

根
拠
に
事
業
の
支
払
い
能
力
を

示
す
一
般
労
働
者
の
賃
金
は
変

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
上
げ
ま

し
た
。

　

労
働
者
側
は
、
最
低
賃
金
額

は
法
に
定
め
た
、
労
働
者
生
計

費
、
賃
金
、
事
業
の
支
払
い
能

力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
現
行
の
新
潟
市
の
生

活
保
護
水
準
と
最
低
賃
金
水
準

の
逆
転
現
象
を
早
期
に
解
消
す

る
た
め
、
目
安
一
〇
円
か
ら
の

上
積
み
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

最
終
盤
で
も
合
意
に
至
ら
ず
、

公
益
委
員
が
目
安
一
〇
円
に
二

円
上
積
み
す
る
一
二
円
へ
改
定

す
る
見
解
が
示
さ
れ
、
労
働
者

側
委
員
賛
成（
公
益
委
員
賛
成
）、

使
用
者
側
委
員
反
対
に
よ
り
、

六
八
一
円
（
プ
ラ
ス
一
二
円
）

で
の
答
申
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
最
低
賃
金
は
、
一
〇

月
二
一
日
に
発
効
予
定
で
す
。

２年ぶり12円引き上げ

　時間額

681円　
精皆勤・家族・通勤手当除く

新潟県の最低賃金

公　　示

連合新潟第20回年次大会の開催

　連合新潟規約第19条に基づき、第20回
年次大会を下記のとおり開催します。

日　時　2010年11月５日（金）
　　　　　　　13：30～16：30

会　場　新潟市・万代シルバーホテル
　　　　　　　　　　５階「万代の間」

付議事項
　・2010年度活動報告
　・ 2010年度財政報告ならびに
　　会計監査報告
　・2011年度活動計画（案）
　・2011年度予算（案）　　他

その他　 大会終了後、レセプションを開
催します。

女性委員会第22回総会
と　き　11月27日（土）13：30～
ところ　新潟市・万代シルバーホテル

青年委員会第22回総会
と　き　11月27日（土）15：00～
ところ　新潟市・ANAクラウンプラザホテル新潟

調査実施中  ご協力をお願いします
「労働条件実態調査」
「地域ミニマム運動」賃金実態調査

連合新潟発第205号・206号（７月28日）参照
提出期限：10月４日（月）必着

る
施
策
要
望
を
中
心
に
行
い
、

ま
た
、
雇
用
情
勢
が
悪
化
し
て

か
ら
は
、
政
府
の
雇
用
対
策
へ

の
対
応
や
最
低
賃
金
の
動
き
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

今
回
の
懇
談
会
で
は

　

連
合
新
潟
が
こ
の
秋
、
来
年

度
県
予
算
に
関
わ
る
施
策
を
県

知
事
に
対
し
要
望
す
る
内
容
に

つ
い
て
説
明
し
意
見
を
求
め
ま

し
た
。
議
員
か
ら
は
、
産
業
政

策
、
社
会
保
障
・
医
療
政
策
、

交
通
・
運
輸
政
策
に
つ
い
て
多

く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま

し
た
。
意
見
交
換
を
う
け
て
、

連
合
新
潟
は
政
策
委
員
会
で
論

議
し
、
表
現
の
修
正
を
す
る
と

と
も
に
、
新
潟
空
港
の
利
用
者

拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、

新
幹
線
・
Ｊ
Ｒ
の
乗
り
入
れ
や

国
際
路
線
の
拡
大
に
つ
い
て
県

へ
の
要
望
に
盛
り
込
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
連
合
新
潟
「
二
〇

一
一
年
度
新
潟
県
予
算
に
関
す

る
施
策
要
望
書
」
は
、
九
月
の

第
一
一
回
執
行
委
員
会
で
最
終

確
認
し
、
一
〇
月
に
県
知
事
に

対
し
要
請
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
契
約
に
関
す

る
取
り
組
み
や
泉
田
県
政
に
対

す
る
検
証
・
評
価
な
ど
の
課
題

も
論
議
し
ま
し
た
。

来
春
に
は
県
議
会
議
員
選
挙

　

政
権
交
代
後
初
と
な
る
統
一

地
方
自
治
体
選
挙
が
来
春
行
わ

れ
ま
す
。
新
潟
県
は
人
口
減
少
、

中
央
と
の
格
差
拡
大
、
経
済
の

停
滞
な
ど
、
地
域
社
会
の
将
来

に
不
安
を
抱
え
る
状
況
に
あ
り
、

地
方
政
治
の
役
割
は
重
大
で
す
。

新
潟
県
議
会
議
員
の
定
数
は
五

三
人
。
連
合
新
潟
推
薦
議
員
一

五
人
は
三
割
弱
の
勢
力
で
す
。

推
薦
議
員
の
拡
大
は
私
た
ち
県

民
の
生
活
と
連
合
の
政
策
実
現

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
す
。

連合の政策実現に向けて連携

ト
ラ
ブ
ル
は
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る

労
働
局
の
窓
口
対
応
強
化
を
要
請

　

連
合
新
潟
は
九
月
八
日
新
潟

市
内
に
て
、
新
潟
労
働
局
と
地

域
産
業
労
働
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
産
業
労
働
懇
談
会

は
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
、
主

な
議
題
は
、
新
潟
労
働
局
の
行

政
運
営
方
針
（
重
点
対
策
）
や
、

緊
急
雇
用
対
策
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
取

り
組
み
な
ど
に
な
り
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
経
済
環

境
の
悪
化
が
労
働
者
へ
の
労
働

強
化
に
つ
な
が
り
、
雇
用
不
安

や
賃
金
未
払
い
な
ど
の
相
談
件

数
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を

あ
げ
、
新
潟
労
働
局
に
お
い
て

も
労
働
者
保
護
の
立
場
に
た
っ

た
相
談
体
制
の
確
立
を
依
頼
す

る
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
一
日

に
改
定
さ
れ
る
最
低
賃
金
の
履

行
確
保
に
向
け
、
よ
り
一
層
の

周
知
を
要
請
し
ま
し
た
。

は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭

　

全
国
か
ら
新
潟
に
集
合

司
会
は
連
合
新
潟
副
会
長
小
谷
野
い
く
さ
ん
。

初
日
は
県
内
か
ら
集
ま
っ
た
五
〇
人
の
仲
間
が
「
新
潟
に
関
連
す
る
歌
の
メ
ド
レ
ー
」
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

・
連
合
新
潟
地
協
三
役
，ｓ
（
連
合
新
潟
地
協
）  

一
日
目

　
　
　
　
　
　
　

・
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
糸
魚
川
市
職
組
合
員
の
バ
ン
ド
） 

一
日
目

　
　
　
　
　
　
　

・
西
川
て
つ
し
（
三
条
市
議
会
議
員　

自
治
労
組
織
内
） 

二
日
目

　国際労働組合総連合（ITUC）の「ディーセント
ワーク世界行動デー（10/７）」に呼応し、働きが
いのある人間らしい仕事によって、国民の誰もが
希望を持ち安心して暮らせる社会を構築すること
を目指した「ディーセントワーク世界行動デー
10・14新潟集会」を以下のとおり開催します。
①日時　2010年10月14日㈭
　　　　18：10～20：00
②場所　長岡市坂之上町３丁目
　　　　「明治公園」
③デモ　大手通り
　　　　⇒イトーヨーカドー前
　　　　⇒昭和通り
　　　　⇒長岡グランドホテル前解散
④規模　300人

新
潟
県
内

か

ら

の

出
演
者
決
定



アムール川畔

平和の火

交流したロシアの子どもたちと

花野紗嘉さん
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労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

「Goodマナー、撮り鉄」
　鉄道ファンならご存知のスポットとなりますが、信越本
線鯨波～青海川間のラインに列車の通過時間にあわせ全国
から「撮り鉄」が集まります。（国道８号線からもその様
子がすぐわかります；今回少なめ）。
　「撮り鉄」はちまたではあまり評判がよくありませんが、
好きなことに没頭してしまう気持ちはわからなくはありま
せん。でも鉄道撮影に夢中になるあまりに安全運行を妨害

すること（敷地内への侵入、
フラッシュの使用はとても
危険）がないよう、熱くな
りすぎずにマナーを守り、
安全に楽しく参りましょう。
お近くを車でお通りの方は
わき見運転に気をつけて下
さい。
＊ 「撮り鉄」＝鉄道ファンの熱中する分野のひとつ。鉄道を主とした
撮影を楽しむこと。
 （柏崎地協　相澤宗一）

⑤

土曜相談会10月は9日に開催

中小元気派宣言
№6

１．春季生活闘争でよく使われる
用語と、賃金交渉にむけた基礎
知識   ～6～

Ｑ　「賃金カーブ」とは何のことですか？
　Ａ 　職場の仲間の年齢や勤続年数はまちまちですが、みんなの

賃金を年齢や勤続年数の順に並べてみます。すると、年齢や
勤続年数が増えるにつれて賃金も上がっていき、ほぼ右肩上
がりの曲線が描かれます。この、賃金の上昇ぐあいをあらわ
す曲線のことを「賃金カーブ」といいます。

　賃金カーブは、年齢と勤続年数にともなって、仕事のスキルが上
がる一方、子供の教育費なども含め生活費が上昇することに対応し
ているもので、一般に年功カーブともいわれています。
　賃金引上げに対する配分が制度化されているところでは、定昇制
度などにより賃金カーブを維持することがほぼ確立されています。
しかし、中小労組の場合、そうした組合は少数派です。賃金カーブ
を維持するには、毎年の賃上げ交渉のなかでカーブ維持分を確認し
たうえで必要な昇給分を確保しなければなりません。
　どんな賃金制度になったとしても、家族を含めた生活費を補填す
るだけの賃金水準は確保される必要がありますので、賃金制度の見
直しの中でも、賃金カーブの意義は基本的に変わっていないのです。

　

わ
た
し
は
、
広
島
の
い
ろ
い

ろ
な
所
を
見
学
し
て
原
子
ば
く

だ
ん
が
い
つ
落
と
さ
れ
た
な
ど

勉
強
し
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は

原
子
ば
く
だ
ん
が
ど
う
し
て
つ

く
ら
れ
た
か
、
ど
う
し
て
日
本

に
落
と
さ
れ
た
か
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
原
子
ば
く
だ
ん
と
は
、

初
め
て
「
平
和
行
動
」
に
参
加
し
て

花は
な

野の　

紗さ
や

嘉か

（
小
５
）

　

新
潟
県
労
福
協
の
主
催
で
八

月
四
日
〜
一
一
日
の
八
日
間
、

児
童
八
人
と
引
率
者
四
人
が
新

潟
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
市
内

郊
外
の
山
の
中
に
あ
る
「
子
ど

も
の
世
界
」
と
い
う
キ
ャ
ン
プ

場
で
、
空
港
か
ら
バ
ス
で
三
〇

〜
四
〇
分
と
近
く
、
市
内
へ
の

ア
ク
セ
ス
も
大
変
便
利
で
、
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
で
も
人
気
の
キ
ャ

ン
プ
場
で
す
。
二
〇
〇
一
年
に

も
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
長
い
夏
休
み
を
行
政
、
企
業
、

労
働
組
合
な
ど
社
会
全
体
で
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

宿
舎
内
に
は
五
部
屋
（
一
部

屋
五
〜
八
名
）
あ
り
、
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
の
同
年
代
の
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
宿
舎
チ
ー
ム
を
編

成
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
チ
ー
ム
単
位
で
参
加
し
、
競

い
合
い
、
賞
品
の
お
菓
子
を
も

ら
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
の
生
活
で
一
番

心
配
し
て
い
た
食
事
は
と
て
も

お
い
し
く
、
非
常
用
に
持
っ
て

行
っ
た
レ
ト
ル
ト
食
品
は
使
わ

ず
に
す
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
も
三
食
と
二
回
の
お
や
つ
を

楽
し
ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

積
極
的
に
接
し
て
く
れ
る
ロ

シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、

初
め
の
う
ち
は
モ
ジ
モ
ジ
し
て

い
た
日
本
の
子
ど
も
た
ち
も
、

身
振
り
手
振
り
と
片
言
の
英
語

を
駆
使
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
友
達
づ
く

り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
折
り
紙
は
非

常
に
大
事
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま

し
た
。
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
兜
と
鶴
を
折
り
、
そ
れ
を
被

っ
て
参
加
し
、
他
の
チ
ー
ム
か

ら
注
目
を
さ
れ
ま
し
た
。
次
回

参
加
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
も
準

備
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
も
か
く
み
ん
な
元
気
で
過

ご
せ
た
こ
と
と
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
か
ら
「
も
う
一
度
参

加
し
た
い
」
と
い
う
言
葉
が
一

番
で
し
た
。

　

団
長
と
い
う
大
役
を
引
き
受

け
、
緊
張
の
中
七
泊
八
日
の
日

程
を
無
事
に
終
え
、
み
ん
な
が

元
気
に
帰
国
で
き
た
こ
と
は
、

準
備
を
し
て
頂
い
た
労
福
協
の

米
田
さ
ん
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂

い
た
石
山
先
生
、
大
平
先
生
、

通
訳
の
エ
レ
ー
ナ
さ
ん
、
受
け

入
れ
て
頂
い
た
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

労
組
、「
子
ど
も
の
世
界
」
キ

ャ
ン
プ
場
の
み
な
さ
ん
、
こ
こ

に
は
書
き
き
れ
な
い
多
く
の
み

な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
し
た
八
名
の

子
ど
も
た
ち
へ
、
み
ん
な
は
体

験
ツ
ア
ー
で
ロ
シ
ア
の
食
文
化

や
生
活
習
慣
な
ど
多
く
の
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
く

成
長
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ
な
い

で
下
さ
い
。
ま
た
会
え
る
日
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

ス
パ
シ
ー
バ
！

（
連
合
新
潟
副
事
務
局
長　

小
島　

晋
）

ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
新
潟

県
に
も
原
子
ば
く
だ
ん
が
落
と

さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
事
、
原
子

ば
く
だ
ん
を
落
と
す
日
の
天
気

が
広
島
は
晴
れ
て
い
た
事
、
何

も
関
係
な
い
人
や
、
そ
の
時
楽

し
く
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち

も
ぎ
せ
い
に
な
っ
た
の
を
知
り
、

と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
広
島
の
人
々
の
苦

し
み
や
、
子
ど
も
た
ち
や
大
切

な
人
を
失
っ
た
悲
し
み
は
想
像

で
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
「
ど

う
し
て
、
こ
ん
な
ひ
ど
い
目
に

あ
わ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の

か
」
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
の

は
わ
か
る
気
が

し
ま
す
。
わ
た

街
も
人
も
何
も

か
も
が
な
く
な

る
、
と
て
も
こ

わ
い
も
の
だ
と

い
う
事
を
知
り

し
は
が
ん
ば
っ
て
い
る
広
島
の

人
た
ち
を
応
え
ん
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

今
、
日
本
は
平
和
が
続
い
て

い
る
け
れ
ど
、
戦
争
で
国
と
国

が
戦
っ
た
り
し
な
い
で
、
ず
っ

と
一
〇
〇
〇
年
先
も
平
和
が
続

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

江
花
会
長
と
経
済
学
者
・
金
子
勝
氏

に
よ
る
対
談
が
、
掲
載
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

◆
九
月
二
〇
日
発
売　

十
月
号
◆

江
花
会
長
・
対
談
シ
リ
ー
ズ
③

最
終
回

－

月
刊
キ
ャ
レ
ル
に
掲
載

連合新潟推薦候補予定者
（10月の自治体選挙）

・燕市議会議員選挙
投票日10月17日（日）
中島　清一（なかじま　せいいち）62歳

現職３期　無所属　電機連合
・見附市長選挙
投票日10月24日（日）
久住　時男（くすみ　ときお）60歳

現職２期　無所属
・見附市議会議員選挙
投票日10月24日（日）
井上　慶輔（いのうえ　けいすけ）74歳

現職８期　無所属　ＵＩゼンセン同盟
佐々木志津子（ささき　しづこ）57歳

現職３期　無所属
・三条市長選挙
投票日10月31日（日）
国定　勇人（くにさだ　いさと）38歳

現職１期　無所属
※年齢は９月15日現在

2010年度　アジア・アフリカ救援米　稲刈り日程
地協支部名 実施日 場所（作付田所在地）

新 潟 地 協 ９月25日㈯ 新潟市西蒲区西長島大島850

県 央 地 協 ９月26日㈰ 三条市大字栗林字飛戸1271-１

中 越 地 協 ９月20日㈪ 長岡市高島町古屋敷1820

中 越 地 協
十日町支部 10月２日㈯ 十日町市大字新座三ツ山951-１、２

上 越 地 協 ９月12日㈰ 上越市上野田817　他

※中越地協は、農業・食料・環境問題に関わる運動として実施

　

今
回
よ
り
、
名
称
を
「
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
キ
ャ
ン
プ
体
験
」
か
ら
、

「
ワ
ク
わ
く
！
ド
キ
ど
き
！
ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
体
験
ツ
ア
ー
」
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。「
キ
ャ
ン
プ
体

験
参
加
者
募
集
！
」
と
記
載
す
る

と
、
多
く
の
保
護
者
は
「
子
ど
も

を
一
週
間
も
テ
ン
ト
生
活
（
そ
れ

も
ロ
シ
ア
で
）
さ
せ
る
の
は
ち
ょ

っ
と
…
」
と
な
り
、
近
年
参
加
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
参
加

し
や
す
い
名
称
に
変
更
し
ま
し
た
。

＊
実
際
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
水
洗

ト
イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
付
き
の
宿
舎

（
今
回
は
）
に
泊
ま
り
、
食
事
は

調
理
師
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
ま
す
。

運
動
場
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
が

あ
り
、
約
三
〇
〇
人
の
子
ど
も
た

ち
が
三
週
間
と
も
に
生
活
を
し
て

い
ま
す
。


